
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



　東京都は、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を見据え、外国人観光客等が安心して
東京に滞在できる環境を整えるため、「外国人おもてなし語学ボランティア」（※）を育成してきました。
　平成 27 年度から令和元年度までに開催した育成講座を通じて５万人以上のボランティアが誕生しています。
　この「Appendices」は、「外国人おもてなし語学ボランティア」育成講座で使用しました。

（※）「外国人おもてなし語学ボランティア」
　街中で困っている外国人を見かけた際などに積極的に声をかけ、道案内等の手助けをするボランティア
　（決まった日時・場所での活動はなく、日常生活の中で自主的に活動するもの）





以下はあくまでも一例で、現れやすい発音の特徴の一部を紹介したものです。



 
 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



2,193.93　　　全国 45 位（2018 年 10 月現在）

10 （2018 年 12 月現在）

（基準日の記載がない項目は全て2019年2月現在の情報）

日本にある世界遺産の数は 22（文化遺産 18、自然遺産 4）。うち東京にある
ものは、文化遺産の国立西洋美術館（日本を含む 7 か国にまたがる「ル・コルビュ
ジエの建築作品」17 作品のうちの 1 つ）と、自然遺産の小笠原諸島。

「涼しい環境への避難」「脱衣と冷却」「水分・塩分の補給」が重要です。

涼しい環境への避難 ・風通しのよい日陰、できればクーラーが効いた室内等へ避難させる。

・余分な上着等を脱がす、またはゆるめる。
・服や下着の上に水をかけ、うちわや扇風機で風をあてて体を冷やす。
・冷水のペットボトル、かち割氷、氷のうなどで、首、わきの下、太もも
の付け根を冷やす。

約 1396 万人（うち外国人約 55 万人）（2019 年 1 月現在）



地震などの大きな災害に備え、各自で読んでおきましょう。

東京都防災ホームページ・東京都防災アプリ （2019 年 3 月現在の情報）

（2020 年 8 月現在の情報）

（2019 年 4 月現在の情報）

東京都防災ホームページでは、発災時や事前の備えに役立つ情報を掲載しています。
URL　https://www.bousai.metro.tokyo.lg.jp/index.html

東京都防災アプリは、いつも・いざというときにも役に立つ、東京都公式の防災アプ
リです。
 「あそぶ」「まなぶ」「つかう」をコンセプトに、楽しみながら防災の基礎知識を得ら
れるなど、災害時に役立つコンテンツが搭載されています。
　・�「東京防災」モード…防災ブック「東京防災」のコンテンツ。防災の基礎知識や発災時に取るべき行動などを学

べるモードです。
　・�「東京くらし防災」モード…防災ブック「東京くらし防災」のコンテンツ。くらしの中でできる防災対策を学べ

るモードです。
　・「災害時」モード…災害時に役立つ機能を搭載。いざというときの安心モードです。

自然災害の多い日本において訪日外国人旅行者が安心して旅行できるよ
う、観光庁監修の外国人旅行者向け災害時情報提供アプリです。
日本国内における緊急地震速報、津波警報、気象特別警報等をプッシュ
型で通知できる他、周囲の状況に照らした避難行動を示した対応フロー
チャートや周りの人から情報を取るためのコミュニケーションカード、災
害時に必要な情報を収集できるリンク集等を提供しています。

宿泊施設向けのマニュアルですが、初動対応のための基礎知識や関連データベース、
災害時対応の例文集など豊富なデータがそろっています。上記 URL（東京都産業労
働局のサイト）から全文を PDF でダウンロードできます。

（Android）

（Android）

（iOS）

（iPhone）

＜東京都防災アプリ＞

https://www.sangyo-rodo.metro.tokyo.lg.jp/tourism/saigai_manual_R1Ver.pdf
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